



































































































































































































































































































































































































































































































































































































会pp20-21 p39 p48 p52
20 田邉仁重（2010）「世田谷区区民成年後見人活動支援の現
状と課題」・藤原一男（2010）「大阪市における市民後見
人養成とその活動支援の状況『実践成年後見NO.32』民事
法研究会p46　pp54-55
21 再掲注13のとおり。
22 河東田によると、その活動は、本人を中心とした人間関
係のネットワークづくりと諸権利の擁護、家族や社会と
の調整役、生活の質を高めるための潤滑油の働きと例え
られ、また精神的な癒しの存在でもあるとされている。
いわゆる地域生活を支えるキーパーソンであると、して
いる。河東田　博（2007）「（コミュニティフレンド事業）
マニュアル｣・『平成18年度障害者保健福祉推進事業知的
障害者の権利擁護システム構築に関する研究事業レポー
ト２』全日本手をつなぐ育成会p91
23 コミュニティフレンドは、佐藤によれば、その定義を「地
域で障害のある本人と定期的に会い、社会参加・余暇等
行動を共にする活動及びその活動をする人」とし、支援
者というより友人関係の形成を狙いとした成年後見制度
と生活支援を連続的に提供するモデルの形成を展開して
いる。また、名川は、このコミュニティフレンドの機能
を「近い役割」としている。その近さとは、物理的近さ、
心理的近さ、接触頻度、世話などのしやすさや干渉のし
やすさであるとしている。このコミュニティフレンドは、
基本的にボランティア対応であることから、家族やサー
ビス事業所職員等と違い利益相反性は低いと述べている。
佐藤彰一（2010）「引き継ぎ志向の成年後見とコミュニティ
フレンド」・社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会権利擁
護委員会『知的障害のある人の成年後見と育成会-10年の
歩みと展望-』社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会pp54-
55、名川　勝（2009）「コミュニティフレンド事業-研究③
成年後見と生活支援を想定した支援者育成と配置のあり
方に関する研究（後見人とコミュニティフレンドの育成）-」
『判断支援を必要とする障害者等に対する成年後見と生活
支援を組み合わせた権利擁護支援体制の構築に関する実
践的研究報告書』総合病院国保中央病院脳神経外科pp20-
21
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